
会 議 録 

報告日 令和 8年 3月 31 日（火） 

 

会議開催日 令和 8年 3月 30 日（月） 時間 15:20～15:45 場所 交流スペース 

出席者 
角南勝行氏（令和 8 年度十王堂自治会長）、香月かおる氏（利用者家族、今回は急な仕事のため

欠席）、松田 裕氏（利用者）、正木孝一氏（利用者）、中西幸司（サービス管理責任者） 

会議 

議題 
令和 7年度地域連携推進会議 

議事録  

① 地域連携推進会議の概要説明 

・ 本会議の目的、構成メンバー等を、中西から説明させてもらう。 

 

② 地域連携推進会議が導入された背景等 

・ 近年、グループホームにおける虐待事件が増加している。 

・ 障がい者支援施設は、社会福祉法人で運営されているが、グループホームは、営利法人の参入が

可能となっており、利益優先によるサービスの質の低下、権利侵害のリスクが指摘されている。 

・ しかしながら、社会福祉法人運営であっても、虐待は起こる可能性はあり、先のグループホーム

のことと合わせて、定期的に外部の目を入れ、透明性を確保するために、本会議は開催される。 

 

③ 施設見学 

・ 全部屋個室になっており、プライバシーは音漏れ等はあるので、完全ではないが保たれているこ

とを説明。 

・ 5 階（屋上）にも上がり、利用者が栽培しているものを見てもらう。 

 

④ 意見交換 

（角南氏） 

・ 同じ地域にいながら、この施設（ベネヴィータ王慈）があることも知らなかった。同じ地域なの

で、まずは、知っておくことが大事かなと思った。 

・ 仕事で、他の障がい者施設には行ったことがあるので、何か役に立つのではないかと思う。 

 

（香月氏） 

・ （今回は、急な仕事で欠席） 

 

  （松田氏） 

・ この会が、施設のこと、障がい者のことを知ってもらういい機会になれば良いかなと思う。 

 

  （正木氏） 

・ ここは、全部の部屋が個室なので、プライバシーも守られ、割と静かに暮らすことは出来ている。

他の施設には、4人部屋もあると聞いて、驚いている。 



・ 今のところは、施設の対応で特におかしいと思うことはないが、もしあれば、言う様にする。 

 

（中西） 

・ ここに限らず、施設は、概ね地域から孤立する傾向にあり、外部の目も入りにくい状況にある。

特に障がい者施設は、より知られていない状況にあり、この児島の中でも知られていないのでは

ないかと思う。地域の目を入れることで、透明性を高め、また、サービスの質の向上にもつなが

るのではないかと期待している。 

・ 外部の方に入ってもらうことで、地域で取り残されている障がい者も、この会議を通し、サービ

スに繋がるのではないかと思っている。 

・ 本会議を通じ、障がい者支援のことを知ってもらい、仕事への理解にもなればと思っている。 

 

※今回は、写真を取り忘れていたので、写真はなし。 

 

回覧           

          

 

検印 施設長 サビ管 

  

 

 

 


